
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

参考資料６－１ 

 

バイオレメディエーションのうちバイオオーグメンテーション(注 1)を実施しよう

とする者 

■浄化事業計画に従って、浄化事業を実施 

■モニタリングの実施 

■浄化事業の終了 

微生物によるバイオレメディエーション利用指針の体系図 

■ 浄化事業計画の作成（浄化事業の内容及び方法） 

■ 生態系等への影響評価書の作成（生態系への影響及び人への健康影響の評
価の結果）(注 2) 

 

 

 

申請（生態系等への影響評価書と

ともに浄化事業計画書を提出） 

※バイオスティミュレーション(注 4)については、本指針の考え方を参考にしつつ、事業者

自らが適切な安全性の点検を行い、適切な安全管理のもとに実施。 

留意事項 

・緊急時の対応及び事故対策 

・安全管理体制の整備 

・記録等の保管 

・周辺住民等への情報提供 

(注 1)外部で培養した微生物を導入して環境汚染の浄化をする手法。 
(注 2)個別に場所を限定しなくても、浄化事業の適用条件を想定した上で浄化事業計画の作

成及び生態系等への影響評価を行うことが可能。 
(注 3)確認を行う際は、学識経験者の意見を聴く。 
(注 4)浄化場所に生息している微生物を活性化して環境汚染の浄化をする手法。 
 
 
 
 
 
 

経済産業大臣・環境大臣による確認(注 3) 

事業者は浄化事業計画について、 

経済産業大臣・環境大臣の 

指針適合確認を求めることが可能 

浄化事業計画が本指針に適合している
か否かは、広範かつ高度な科学的知見

に基づいた判断が必要 

事業者自らが判断 


